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試
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西
サ
モ
ア
独
立
国
憲
法
(
一
)
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-
v
l

l
　
は
じ
め
に
　
-
　
西
サ
モ
ア
独
立
国
に
つ
い
て
　
ー

西
サ
モ
ア
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
北
約
二
へ
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
ハ
ワ
イ
の
南
約
三
、
五
〇
〇
キ
ロ
メ
I
r
l
ル
の
南
太
平
洋
中
部
に
位
置

す
る
独
立
国
で
あ
る
o
国
土
は
、
幅
1
六
キ
ロ
の
ア
ポ
リ
マ
(
A
p
o
l
i
m
a
)

海
峡
を
隔
て
て
対
噂
す
る
ウ
ポ
ル
(
U
p
o
l
u
)
及
び
サ
バ
イ
イ
(
S
a
v
a
i
'
i
)
の

l
天
島
と
、
そ
の
間
に
点
在
す
る
,
マ
ノ
ノ
(
M
a
n
喜
)
、
ア
ポ
リ
マ
な
ど
の

小
島
か
ら
な
り
、
総
面
帯
約
二
、
九
〇
〇
平
方
キ
ロ
で
鳥
取
県
よ
り
少
し

小
さ
い
。
気
候
は
高
温
多
湿
で
年
平
均
気
温
は
二
六
・
五
度
で
あ
る
。
人

口
は
、
t
六
万
1
'
〇
〇
〇
人
(
完
八
七
年
推
計
)
で
、
そ
の
大
部
分
は
二

大
島
に
住
む
。
国
語
は
サ
モ
ア
語
で
あ
る
が
、
公
用
語
と
し
て
は
英
語
も

併
せ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
住
民
の
ほ
と
ん
ど
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
阻
合
協
会
派
が
約
半
数
を
占
め
る
o

サ
モ
ア
諸
島
及
び
サ
モ
ア
王
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
ょ
っ
て
発
見
さ
れ

た
の
は
l
八
世
紀
前
半
で
あ
る
が
二
八
三
〇
年
に
キ
リ
ス
・
L
教
の
宣
教

師
に
ょ
る
布
教
活
動
が
開
始
さ
れ
て
以
降
へ
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
影
響
下

に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
サ
モ
ア
諸
島
を
め
ぐ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
.

ア
メ
リ
カ
が
勢
力
争
い
を
展
開
し
、
1
九
〇
〇
年
に
は
三
国
の
協
定
に
ょ

っ
て
,
西
経
1
七
1
度
を
境
と
し
て
、
東
サ
モ
ア
を
ア
メ
リ
カ
が
、
西
サ

モ
ア
を
ド
イ
ツ
が
領
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
o
西
サ
モ
ア
は
第
t
次
世
界

大
戦
の
勃
発
後
ま
も
な
-
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
ょ
っ
て
占
領
さ
れ
'
大

戦
後
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
ょ
っ
て
国
際
連
盟
の
委
任
統
治
領
と
し
て

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
統
治
下
に
入
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
ょ
る

統
治
は
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
も
国
際
連
合
の
信
託
統
治
と
し
て
継
続
さ

れ
る
が
、
そ
の
間
、
l
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
サ
モ
ア
人
に
ょ
る
独
立
運

動
(
マ
ウ
運
動
と
呼
ば
れ
る
)
が
起
こ
り
、
1
九
六
1
年
に
は
国
際
連
合
の

総
会
で
西
サ
モ
ア
の
信
託
統
治
の
終
結
と
独
立
が
承
認
さ
れ
二
九
六
二

年
一
月
1
日
に
は
英
連
邦
の
二
見
と
し
て
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
最
初
の

独
立
国
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
1
九
七
六
年
に
は
国
際
連
合
に
加
盟
し
て

い
る
。西
サ
モ
ア
の
政
治
制
度
は
立
憲
君
主
制
を
採
用
し
て
い
る
o
議
会
は
一

院
制
で
、
議
員
総
数
四
七
人
、
任
期
は
三
年
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
四
五
人

は
マ
タ
イ
(
M
a
t
a
i
)
の
称
号
を
有
す
る
曹
長
に
ょ
っ
て
そ
の
中
か
ら
選
ば

れ
、
残
り
の
二
人
は
全
国
民
に
ょ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
現
在
の
国
家
元
首

は
、
マ
リ
エ
ト
ア
・
タ
ヌ
マ
フ
ィ
-
二
世
(
M
a
l
i
e
t
o
a
T
a
r
i
u
m
a
f
i
l
i
I
I
)
で
あ

る
。
一
般
的
な
行
政
は
、
総
理
大
臣
を
含
む
九
人
の
大
臣
か
ら
な
る
内
閣

に
ょ
っ
て
行
わ
れ
る
。

(
註
)
　
以
上
の
叙
述
は
'
岩
佐
嘉
親
『
平
凡
社
世
界
大
百
科
事
典
(
第
二
三
巻
)
』

(
一
九
八
一
)
二
五
三
頁
以
下
、
山
本
真
鳥
・
青
木
公
『
平
凡
社
大
百
科
事
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典
(
第
二
巻
)
』
(
一
九
八
五
)
二
九
六
貢
へ
大
島
真
二
『
日
本
大
百
科
全

書
(
第
一
七
巻
)
』
(
一
九
八
七
)
七
二
ハ
貢
以
下
の
、
「
西
サ
モ
ア
」
の
項
目

を
参
照
し
た
。

二
西
サ
モ
ア
の
憲
法
史
及
び
現
行
憲
法
の
特
徴

サ
モ
ア
に
お
け
る
憲
法
の
歴
史
は
、
一
八
七
二
奉
の
サ
モ
ア
王
国
の
憲

法
典
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
憲
法
は
、
二
院
制
の
立
法
議
会
を
設

け
て
い
た
と
さ
れ
る
が
'
英
・
独
・
米
の
三
国
の
協
定
に
よ
る
サ
モ
ア
の

線
割
以
後
、
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
領
有
さ
れ
た
西
サ
モ
ア
で
は
議
会
が
廃
止~

さ
れ
て
単
な
る
諮
問
機
関
と
な
っ
た
。

一
九
二
〇
年
に
始
ま
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
よ
る
統
治
の
下
で
は
、

当
初
、
施
政
官
(
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r
)
及
び
立
法
審
議
会
(
L
e
g
i
s
l
a
t
i
v
e

C
o
u
n
c
i
l
)
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
1
九
≡
年
に
は
サ
モ
ア
法
(
S
a
m
o
a

A
c
t
)
が
制
定
さ
れ
、
一
九
六
二
年
の
独
立
ま
で
何
度
か
の
改
正
を
経
な
が

ら
も
、
こ
の
法
律
が
西
サ
モ
ア
に
お
い
て
憲
法
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
統
治
下
に
お
け
る
法
体
制
に
お
い
て

は
、
ニ
ュ
ー
%
-
ラ
ン
ド
総
督
が
発
布
す
る
総
督
令
と
施
政
官
及
び
立
法

審
議
会
が
制
定
す
る
法
と
の
二
種
類
の
法
が
存
在
し
た
。
そ
の
後
、
7
九

四
七
年
に
は
、
1
九
≡
年
の
サ
モ
ア
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
∵
」
れ
に

ょ
っ
て
、
従
来
の
施
政
官
と
立
法
審
議
会
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ

て
高
等
弁
務
官
、
立
法
議
会
、
並
び
に
、
高
等
弁
務
官
及
び
最
高
位
の
酋

長
二
人
か
ら
な
る
国
務
会
議
(
C
。
u
n
c
i
l
0
品
t
a
t
e
)
が
設
け
ら
れ
た
・
さ
ら

に
、
一
九
五
二
年
の
改
正
法
は
、
国
務
会
議
の
構
成
員
、
三
人
の
上
級
公

務
員
、
及
び
、
立
法
議
会
の
四
人
の
議
員
か
ら
な
る
執
行
評
議
会
(
E
㌻

e
c
u
t
i
v
e
C
。
u
n
c
i
l
)
を
、
T
九
五
七
年
の
改
正
法
は
大
臣
制
度
を
、
1
九
五
九

年
の
改
正
法
は
内
閣
制
度
を
、
そ
れ
ぞ
れ
従
来
の
制
度
に
付
け
加
え
た
。

他
方
、
サ
モ
ア
の
独
立
に
向
け
た
民
衆
に
よ
る
運
動
の
中
で
、
一
九
四

七
年
に
は
サ
モ
ア
人
に
よ
る
新
た
な
政
治
体
制
に
関
す
る
試
案
が
作
ら
れ

る
な
ど
、
サ
モ
ア
独
自
の
憲
法
の
制
定
の
機
運
が
昂
ま
り
、
一
九
五
三
年

に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
提
案
に
よ
っ
て
憲
法
議
会
が
設
け
ら
れ

た
。
憲
法
議
会
は
、
7
院
制
議
会
や
内
閣
制
度
の
墾
止
を
ニ
ュ
ー
*
v
ラ

ン
ド
政
府
に
提
案
す
る
一
方
へ
一
九
六
〇
年
に
は
新
憲
法
を
起
草
す
る
に

至
っ
た
。
こ
の
憲
法
は
、
翌
年
の
国
民
投
票
に
お
い
て
大
多
数
の
支
持
を

受
け
、
一
九
六
二
年
の
西
サ
モ
ア
独
立
以
後
に
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

こ
の
憲
法
は
い
く
つ
か
の
点
に
お
け
る
改
正
を
経
な
が
ら
現
在
も
そ
の
効

力
を
維
持
し
て
い
る
。

憲
法
制
定
後
の
主
な
改
正
と
し
て
は
、
一
九
六
三
年
の
上
訴
裁
判
所
の

手
続
の
改
正
、
完
六
五
年
9
人
身
保
護
に
関
す
る
権
利
の
強
化
、
完

六
九
年
及
び
一
九
七
五
年
の
公
務
員
の
範
囲
の
変
更
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
憲
法
は
前
文
、
7
二
編
か
ら
成
る
本
文
、
及
び
、
三
つ
の
付
則
に

ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
酋
長
な
ど
古
-
か
ら
の
制
度
及
び
慣
習
を
存
続

さ
せ
て
い
る
こ
と
、
特
に
公
務
に
関
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
こ
と
、
緊

急
命
令
を
中
心
と
す
る
非
常
事
態
に
お
け
る
統
治
体
制
に
つ
い
て
の
規
定

を
設
け
て
い
る
こ
と
、
国
家
元
首
及
び
国
会
議
員
の
選
挙
に
関
す
る
規
定

並
び
に
宣
誓
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
を
付
則
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
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げ
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
試
訳
は
、
O
c
e
a
n
a
P
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
s
,
I
n
c
.
刊
C
O
N
S
T
I
-

T

U

T

I

O

N

S
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R
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E
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O

F

T

H

E
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O

R

L

D

,

1

9

8

1

.

の

シ
リ
ー
ズ
の
、
B
e
n
j
a
m
i
n
R
.
B
E
E
D
E
.
W
E
S
T
E
R
N
S
A
M
O
A
に
よ
っ

た
。
正
確
を
期
す
る
う
え
か
ら
は
'
サ
モ
ア
語
の
正
文
と
の
対
照
を
し
た

上
で
翻
訳
を
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
訳
者
の
語
学
力
、
及

び
、
憲
法
自
体
が
、
両
正
文
が
相
達
す
る
場
合
に
英
語
の
正
文
を
優
先
さ

せ
て
い
る
と
い
う
事
情
か
ら
、
今
回
は
英
語
の
正
文
か
ら
の
翻
訳
に
と
ど

ま
っ
た
。
将
来
も
し
機
会
が
あ
れ
ば
、
サ
モ
ア
語
の
正
文
と
の
比
較
検
討

を
試
み
て
み
た
い
せ
思
う
O
ま
た
、
資
料
の
制
約
か
ら
'
試
訳
は
1
九
八

1
年
二
月
1
日
現
雇
の
条
文
に
よ
っ
て
い
る
。

三
　
西
サ
モ
ア
憲
法
(
つ
H
E
C
O
N
S
づ
I
づ
U
∃
O
N
O
F
T
H
E

I
N
D
E
P
E
N
D
E
N
T
 
S
T
A
T
E
 
O
F
 
W
E
S
T
E
R
N
 
S
A
M
O
A
)

前
　
　
文

全
能
の
永
久
の
愛
に
溢
れ
る
神
の
御
名
に
お
い
て

森
羅
万
象
に
対
す
る
至
高
の
支
配
権
は
、
あ
ま
ね
く
存
す
る
神
の
み
に

帰
属
L
へ
　
神
の
定
め
賜
い
し
範
囲
に
お
い
て
西
サ
モ
ア
の
国
民
が
行
使
す

る
権
能
は
、
神
か
ら
の
神
聖
な
賜
わ
り
物
で
あ
る
。

西
サ
モ
ア
の
指
導
者
た
ち
は
'
西
サ
モ
ア
が
キ
リ
ス
ト
教
原
理
と
サ
モ

ア
の
慣
習
及
び
伝
統
に
基
礎
を
置
-
独
立
国
と
な
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
西
サ
モ
ア
の
国
民
を
代
表
す
る
憲
法
会
議
は
、
西
サ

モ
ア
独
立
国
の
憲
法
を
起
草
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
o

こ
の
憲
法
に
お
い
て
は
、
国
家
は
、
そ
の
権
力
及
び
権
能
を
選
挙
さ
れ

た
国
民
の
代
表
に
よ
っ
て
行
使
す
る
。

こ
の
憲
法
に
お
い
て
は
、
国
民
の
す
べ
て
に
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ

>

0

"

こ
の
憲
法
に
お
い
て
は
、
司
法
の
公
平
な
運
営
が
完
全
に
維
持
さ
れ

l(.<s'

そ
し
て
、
こ
の
憲
法
に
お
い
て
は
、
西
サ
モ
ア
の
統
合
、
そ
の
独
立
、

及
び
、
そ
の
す
べ
て
の
権
利
が
擁
護
さ
れ
る
。

故
に
、
我
々
西
サ
モ
ア
の
国
民
は
、
憲
法
会
議
に
お
い
て
、
今
日
1
九

六
〇
年
t
〇
月
二
八
日
、
こ
の
憲
法
を
こ
こ
に
、
可
決
、
制
定
し
'
我
々

に
与
え
る
。
(
以
下
、
国
家
元
首
'
総
理
大
臣
、
そ
の
他
国
会
議
員
の
署
名
-
[
省
略
]
)

第
一
編
　
西
サ
モ
ア
独
立
国
及
び
そ
の
最
高
法
規

(
名
称
及
び
定
義
)

第
一
条

Ⅲ
　
西
サ
モ
ア
独
立
国
(
以
下
、
西
サ
モ
ア
と
呼
ぶ
)
　
は
独
立
の
主
権
国

家
で
あ
る
。

聞
　
西
サ
モ
ア
は
、
ウ
ポ
ル
、
サ
バ
イ
イ
'
マ
ノ
ノ
、
及
び
ア
ポ
リ
マ
の

南
太
平
洋
の
諸
島
、
並
び
に
、
そ
れ
ら
に
隣
接
し
、
か
つ
、
南
緯
t
三

度
乃
至
1
五
度
、
及
び
へ
　
西
経
1
七
1
度
乃
至
l
七
三
度
の
間
に
存
す

る
そ
の
他
の
島
か
ら
成
る
。
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料
　
(
華
南
法
規
)

第
二
条

賛
　
同
　
こ
の
憲
法
は
西
サ
モ
ア
の
最
高
法
規
で
あ
る
。

㈹
　
現
行
法
へ
　
及
び
、
こ
の
憲
法
の
施
行
日
以
後
に
成
立
す
る
法
で
、
こ

の
憲
法
に
違
背
す
る
も
の
は
へ
　
そ
の
違
背
す
る
限
り
に
お
い
て
、
無
効

と
十
l
O
"

第
二
編
　
基
本
的
人
権

(
国
家
の
定
義
)

第
三
条本
編
に
お
い
て
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
「
国
家
」

(
t
h
e
S
t
a
t
e
)
に
は
、
元
首
へ
内
閣
、
議
会
、
及
び
、
そ
の
他
、
法
の
下

に
設
け
ら
れ
た
1
切
の
地
方
諸
機
関
を
含
有
。

(
権
利
実
現
の
た
め
の
救
済
方
法
)

第
四
条

Ⅲ
　
何
人
も
へ
　
本
編
の
諸
規
定
の
下
で
付
与
さ
れ
た
諸
権
利
の
実
現
の
た

め
に
へ
　
適
切
な
手
続
に
よ
っ
て
最
高
裁
判
所
に
申
立
て
を
な
す
こ
と
が

てきtT-i'

㈹
　
最
高
裁
判
所
は
、
本
編
の
諸
規
定
の
下
で
付
与
さ
れ
た
諸
権
利
を
申

立
人
に
享
受
さ
せ
る
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な
、
い
か
な
る
命
令
を
も

発
す
る
権
限
を
有
す
る
。

(
生
命
に
関
す
る
権
利
)

SKiE

川
　
何
人
も
、
そ
の
生
命
を
故
意
に
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
但
し
へ
　
制

定
法
(
A
c
t
)
が
生
命
の
剥
奪
を
も
っ
て
そ
の
刑
罰
と
す
る
犯
罪
に
つ

い
て
、
そ
の
者
を
有
罪
と
す
る
裁
判
所
の
判
決
を
執
行
す
る
場
合
は
こ

の
限
り
で
な
い
O

は
　
生
命
の
剥
奪
は
へ
　
そ
の
程
度
、
及
び
、
状
況
に
お
い
て
法
の
定
め
に

従
い
、
か
つ
、
次
に
定
め
る
場
合
に
お
け
る
正
当
と
認
め
ら
れ
る
強
制

力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
に
は
、
本
条
の
諸
規
定
に
違
反
す
る
も

の
と
は
見
倣
さ
れ
な
い
。

3
　
人
を
暴
力
か
ら
守
る
た
め
。

㈲
　
逮
捕
す
る
た
め
へ
　
又
は
、
被
拘
禁
者
の
逃
亡
を
妨
げ
る
た
め
ー
a

L
、
逮
捕
さ
れ
、
又
は
、
逃
亡
せ
ん
と
す
る
者
が
、
銃
を
所
持
し
て

い
る
と
信
じ
る
こ
と
が
合
理
的
な
理
由
に
基
づ
く
場
合
に
限
る
。

同
　
騒
擾
、
反
乱
へ
　
又
は
、
暴
動
を
鎮
圧
す
る
た
め
。

(
個
人
の
自
由
に
関
す
る
権
利
)

ォ
*
-
-
;
,
汁

m
　
何
人
も
、
法
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
個
人
の
自
由
を
奪
わ
れ
る
こ
と

は蝣!-*いrJ

㈲
　
人
が
不
法
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
旨
の
申
立
て
が
最
高
裁
判
所
に
な
さ

れ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
当
該
申
立
て
を
調
査
し
、
与
の
拘
禁
が
適

法
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を
除
き
へ
　
そ
の
者
を
裁
判
所
の
面
前

に
出
頭
さ
せ
へ
　
か
つ
、
釈
放
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。

㈱
　
何
人
も
逮
捕
さ
れ
る
際
に
は
、
逮
楯
の
理
由
、
及
び
へ
　
容
疑
を
直
ち

に
告
げ
ら
れ
、
そ
の
者
の
選
任
す
る
弁
護
士
に
遅
滞
な
く
助
言
を
求
め

n
U
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・
A
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る
こ
と
を
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

伺
　
何
人
も
逮
描
さ
れ
、
又
は
、
そ
の
他
の
拘
禁
を
受
け
る
場
合
に
は
'

最
高
裁
判
所
の
判
事
、
そ
の
他
の
司
法
官
吏
、
重
商
裁
判
所
も
し
く
は

下
級
裁
判
所
の
事
務
局
長
(
R
e
g
i
s
t
r
a
r
)
、
又
は
、
_
最
高
裁
判
所
の
事
務

局
長
に
ょ
っ
て
臨
時
に
当
該
目
的
の
た
め
に
書
面
で
指
定
さ
れ
た
最
高

裁
判
所
も
し
く
は
下
級
裁
判
所
の
事
務
局
次
長
(
以
下
、
拘
禁
審
査
官

(
r
e
m
a
n
d
i
n
g
o
f
f
i
c
e
r
s
)
と
総
称
す
る
)
の
面
前
に
、
二
四
時
間
以
内

(
護
送
に
要
す
る
時
間
を
除
-
)
に
出
頭
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
人
も
、
拘
禁
審
査
官
の
許
可
な
-
し
て
へ
　
こ
の
期
間
を
越
え
て
拘
禁

さ
れ
な
い
。

(
非
人
道
的
取
扱
い
か
ら
の
自
由
)

第
七
条何
人
も
、
拷
問
、
又
は
へ
非
人
道
的
も
し
-
は
侮
辱
的
な
、
取
扱
い

も
し
く
は
刑
罰
を
受
け
な
い
。

(
強
制
労
働
か
ら
の
自
由
)

第
八
条

法
　
用

・

　

　

　

-

t
e
独アモサ酉釈m

何
人
も
強
制
労
働
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

本
条
に
お
い
て
'
次
の
場
合
は
、
強
制
労
働
に
含
ま
な
い
o

同
　
裁
判
所
の
判
決
に
従
っ
て
課
せ
ら
れ
る
労
働

㈲
　
軍
事
的
役
務
、
又
は
、
良
心
的
兵
役
拒
否
者
の
場
合
に
義
務
的
軍

事
的
役
務
に
代
え
て
課
せ
ら
れ
る
役
務

同
　
非
常
事
態
、
又
は
、
公
衆
の
生
命
も
し
-
は
福
祉
を
脅
か
す
災
害

の
場
合
に
課
せ
ら
れ
る
役
務

回
　
サ
モ
ア
の
慣
習
に
基
づ
い
て
課
せ
ら
れ
る
労
働
も
し
-
は
役
務
へ

又
は
、
通
常
の
市
民
の
義
務
で
あ
る
労
働
も
し
-
は
役
務

(
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
)

第
九
条

Ⅲ
　
何
人
も
、
私
的
権
利
及
び
義
務
の
確
定
、
又
は
へ
犯
罪
の
容
疑
に
関

す
る
裁
決
に
際
し
て
、
法
の
下
に
設
け
ら
れ
た
独
立
か
つ
公
平
な
裁
判

所
に
ょ
っ
て
、
合
理
的
な
期
間
内
に
、
公
正
か
つ
公
開
の
審
理
を
受
け

る
権
利
を
有
す
る
。
判
決
は
公
開
で
言
い
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

但
し
、
未
成
年
者
の
利
益
も
し
く
は
当
事
者
の
私
的
生
活
の
保
護
の
観

点
か
ら
そ
れ
が
必
要
な
場
合
に
お
い
て
、
又
は
、
公
開
に
ょ
っ
て
司
法

の
利
益
が
損
な
わ
れ
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
裁
判
所
の
意
見
に

基
づ
い
て
特
に
必
要
と
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て
'
道
徳
、
公
の
秩
序
又

は
国
家
の
安
全
の
た
め
、
審
理
の
全
部
又
は
1
部
を
、
公
衆
及
び
報
道

機
関
の
代
表
者
に
対
し
て
、
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
　
前
項
は
、
私
的
権
利
に
影
響
を
与
え
又
は
与
え
う
る
法
の
執
行
に
際

し
て
生
じ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
裁
定
の
権
限
を
、
審
判
所
、
国
務
大

臣
又
は
そ
の
他
機
関
に
付
与
し
て
い
る
法
を
、
無
効
に
す
る
も
の
で
は

な
い
。

伺
　
犯
罪
の
容
疑
を
受
け
た
者
は
、
何
人
も
、
法
に
基
づ
い
て
有
罪
が
証

明
さ
れ
る
ま
で
は
、
無
罪
の
推
定
を
受
け
る
。

囲
　
犯
罪
の
容
疑
を
受
け
た
者
は
、
何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
最
低
限
の
権

利
を
有
す
る
。

同
　
容
疑
の
性
質
及
び
理
由
を
、
そ
の
者
が
理
解
で
き
る
言
葉
で
、
か
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つ
、
詳
細
に
、
直
ち
に
告
げ
ら
れ
る
こ
と

㈲
　
自
己
の
弁
護
の
準
備
の
た
め
に
十
分
な
時
間
及
び
機
会
を
与
え
ら

れ
る
こ
と

同
　
容
疑
者
が
み
ず
か
ら
又
は
み
ず
か
ら
が
選
任
し
た
弁
護
人
に
よ
っ

て
弁
護
す
る
こ
と
へ
　
及
び
、
容
疑
者
に
弁
護
人
の
報
酬
を
支
払
う
に

足
り
る
資
力
が
な
い
場
合
で
、
か
つ
、
正
義
の
観
点
か
ら
そ
れ
が
必

要
な
と
き
に
は
'
弁
護
人
を
無
償
で
与
え
ら
れ
る
こ
と

伺
　
自
己
に
不
利
な
証
人
を
尋
問
す
る
こ
と
へ
　
及
び
、
こ
れ
と
同
1
の

条
件
で
自
己
に
有
利
な
証
人
の
出
頭
を
求
め
へ
　
か
つ
、
こ
れ
を
尋
問

を
す
る
こ
と

伺
　
容
疑
者
が
法
廷
で
使
用
さ
れ
る
言
葉
を
理
解
し
、
又
は
、
話
す
こ

と
が
で
き
る
か
に
関
し
て
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
通
訳
人
を
無
償

で
与
え
ら
れ
る
こ
と

伺
　
犯
罪
の
容
疑
を
受
け
た
者
は
、
何
人
も
へ
自
己
に
不
利
益
な
証
言
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

(
刑
事
法
に
関
す
る
権
利
)

第
l
 
O
条

Ⅲ
　
何
人
も
、
法
に
規
定
さ
れ
た
以
外
の
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
と
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

用
　
何
人
も
、
そ
れ
が
な
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
犯
罪
を
構
成
し
な
か
っ

た
作
為
又
は
不
作
為
に
基
づ
い
て
有
罪
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
何
人

も
、
犯
罪
が
犯
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
科
さ
れ
て
い
た
刑
よ
り
も
重
い

刑
を
科
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

伺
　
何
人
も
、
1
つ
の
犯
罪
に
つ
い
て
審
理
を
受
け
、
有
罪
又
は
無
罪
の

言
渡
し
を
受
け
た
場
合
に
は
、
次
の
場
合
を
除
い
て
、
同
一
の
犯
罪
に

つ
い
て
重
ね
て
審
理
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。

同
　
有
罪
又
は
無
罪
の
言
渡
し
を
な
し
た
裁
判
所
も
し
く
は
司
法
官
吏

に
対
し
て
優
越
す
る
管
轄
権
を
行
使
す
る
裁
判
所
も
し
く
は
司
法
官

吏
に
よ
っ
て
、
再
審
理
が
命
じ
ら
れ
又
は
行
わ
れ
る
と
き
。

㈲
　
最
高
裁
判
所
の
f
人
又
は
複
数
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
審

理
に
お
い
て
有
罪
が
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
'
当
該
有
罪
の

言
渡
し
の
日
か
ら
t
四
日
以
内
に
な
さ
れ
た
申
立
て
に
基
づ
い
て
当

該
裁
判
所
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
、
そ
の
再
審
理
が
命
じ
ら
れ
た
と

き
。

(
信
教
の
自
由
)

第
E
 
l
条

Ⅲ
　
何
人
も
、
思
想
へ
　
良
心
及
び
信
教
の
自
由
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す

る
。
こ
の
権
利
は
'
信
教
又
は
信
条
を
変
更
す
る
自
由
、
及
び
、
単
独

で
又
は
他
の
者
と
共
同
し
て
、
か
つ
、
公
的
に
又
は
私
的
に
'
み
ず
か

ら
の
信
教
又
は
信
条
を
、
礼
拝
、
説
教
へ
　
儀
式
及
び
式
典
に
お
い
て
表

明
及
び
宣
伝
す
る
自
由
を
含
む
。

佃
　
前
項
の
規
定
は
、
国
家
の
安
全
も
し
-
ほ
公
の
秩
序
、
健
康
も
し
く

は
道
徳
の
利
益
の
た
め
、
又
は
、
他
の
宗
教
の
信
者
か
ら
の
不
当
な
介

入
を
受
け
ず
に
み
ず
か
ら
の
宗
教
の
式
典
又
は
儀
式
を
行
う
権
利
及
び

自
由
を
含
む
、
他
者
の
権
利
及
び
自
由
を
保
護
す
る
た
め
、
前
項
の
規

定
の
下
に
与
え
ら
れ
た
権
利
の
行
使
に
対
し
て
合
理
的
な
制
限
を
加
え
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る
、
現
行
法
の
効
力
に
影
響
を
与
え
ず
、
ま
た
、
国
家
に
よ
る
同
趣
旨
　
　
佃

の
立
法
を
妨
げ
な
い
。

(
宗
教
教
育
に
関
す
る
権
利
)

第
一
二
粂

川
　
教
育
施
設
を
利
用
す
る
者
は
、
何
人
も
、
自
己
の
宗
教
以
外
の
宗
教

に
関
す
る
、
宗
教
教
育
を
受
け
る
こ
と
、
宗
教
的
儀
式
に
参
加
す
る
こ

と
又
は
宗
教
的
礼
拝
に
j
j
席
す
る
こ
と
を
、
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
な

_
>

伺
　
宗
教
団
体
又
は
宗
教
上
の
教
派
は
、
す
べ
て
、
み
ず
か
ら
の
教
育
施

設
を
設
立
し
、
こ
れ
を
維
持
す
る
権
利
、
及
び
、
そ
こ
に
お
い
て
当
該

宗
教
団
体
又
は
宗
教
上
の
教
派
に
属
す
る
生
徒
に
宗
教
教
育
を
行
う
権

利
を
有
す
る
。

㈹
　
前
項
の
規
定
は
、
国
家
が
法
を
制
定
し
て
、
教
育
施
設
を
視
察
す
る

こ
と
、
及
び
、
当
該
施
設
に
お
け
る
教
育
水
準
が
西
サ
モ
ア
の
1
般
的

教
育
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
1
.

(
言
論
、
集
会
、
結
社
、
移
動
及
び
居
住
の
自
由
に
関
す
る
権
利
)

第
二
二
条

川
　
西
サ
モ
ア
の
国
民
は
す
べ
て
次
の
権
利
を
有
す
る
O

同
　
言
論
及
び
表
現
の
自
由

㈲
　
平
穏
に
、
か
つ
、
武
器
を
携
帯
せ
ず
に
集
会
を
開
-
こ
と

同
　
団
体
又
は
労
働
観
合
を
魁
織
す
る
こ
と

3

前
項
の
局
は
、
国
家
の
安
全
、
他
の
国
家
と
の
友
好
関
係
、
又
は
、

公
の
秩
序
も
し
く
は
道
徳
の
た
め
へ
　
立
法
議
会
の
特
権
の
保
護
の
た

め
、
内
密
に
得
た
情
報
の
開
示
を
防
ぐ
た
め
、
又
は
、
裁
判
所
侮
辱
、

名
誉
穀
損
も
し
-
は
犯
罪
に
関
す
る
扇
動
を
防
ぐ
た
め
に
、
当
該
規
定

に
ょ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
利
の
行
使
に
対
し
て
合
理
的
な
制
限
を
加
え

る
、
現
行
法
の
効
力
に
影
響
を
与
え
ず
、
ま
た
、
国
家
に
よ
る
同
趣
旨

の
立
法
を
妨
げ
な
い
。

第
1
項
の
㈲
又
は
同
は
、
国
家
の
安
全
も
し
-
は
公
の
秩
序
、
健
康

も
し
-
は
道
徳
の
利
益
の
た
め
に
、
当
該
規
定
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た

権
利
の
一
方
又
は
双
方
の
行
使
に
対
し
て
合
理
的
な
制
限
を
加
え
る
、

現
行
法
の
効
力
に
影
響
を
与
え
ず
、
ま
た
、
国
家
に
よ
る
同
趣
旨
の
立

法
を
妨
げ
な
い
。

d

西
サ
モ
ア
の
中
を
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
、
及
び
へ
　
そ
の
い
ず
れ

か
の
場
所
に
居
住
す
る
こ
と

伺
　
第
一
項
の
回
は
、
国
家
の
安
全
、
西
サ
モ
ア
の
経
済
的
福
利
も
し
-

は
公
の
秩
序
へ
　
公
衆
衛
生
も
L
y
は
公
共
道
徳
の
た
め
、
精
神
病
者
の

拘
禁
の
た
め
、
犯
罪
防
止
の
た
め
、
犯
罪
の
容
疑
者
の
逮
捕
及
び
裁
判

の
た
め
、
又
は
、
犯
罪
者
の
処
罰
の
た
め
に
、
当
該
規
定
に
よ
っ
て
与

え
ら
れ
た
権
利
の
行
使
に
対
し
て
合
理
的
な
制
限
を
加
え
る
、
現
行
法

の
効
力
に
影
響
を
与
え
ず
、
ま
た
、
国
家
に
よ
る
同
趣
旨
の
立
法
を
妨

げ蝣;-?い.J

(
財
産
に
関
す
る
権
利
)

第
一
四
粂

川
　
す
べ
て
財
産
は
、
強
制
的
に
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
は
な
-
、
財
産
に
関

す
る
権
利
又
は
利
益
は
、
す
べ
て
強
制
的
に
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
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料
　
但
し
、
法
が
単
独
で
又
は
他
の
法
と
の
関
係
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な

趣
9
°
を
定
め
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

賛
　
同
　
合
理
的
な
期
間
内
に
お
け
る
適
切
な
補
償
金
の
支
払
を
命
じ
る
と

き
。

㈲
　
前
号
の
補
償
を
求
め
る
す
べ
て
の
者
に
対
し
、
_
当
該
財
産
に
関
す

る
利
益
の
存
否
及
び
補
償
の
額
の
確
定
を
求
め
て
、
最
高
裁
判
所
に

訴
え
る
権
利
を
与
え
る
と
き
。

同
　
前
号
の
請
求
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
に
お
い
て
、

す
べ
て
の
者
に
対
し
て
、
第
一
審
裁
判
所
と
し
て
裁
判
を
行
う
当
該

裁
判
所
に
お
い
て
民
事
訴
訟
の
手
続
に
加
わ
る
当
事
者
に
1
般
的
に

与
え
ら
れ
る
と
同
様
の
不
服
申
立
て
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
き
。

用
　
前
項
の
規
定
は
、
次
の
よ
う
な
事
項
_
に
関
す
る
法
に
対
し
て
影
響
を

与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

局
　
国
税
、
地
方
税
へ
　
又
は
へ
　
関
税
の
賦
課
も
し
-
は
勤
行

㈲
　
法
の
違
反
に
対
す
る
罰
金
又
は
没
収
の
賦
課
。
こ
れ
ら
は
、
民
事

手
続
に
お
け
る
か
、
犯
罪
に
つ
い
て
の
有
罪
の
言
渡
し
に
よ
る
か
を

問
わ
な
い
。

同
　
リ
ー
ス
へ
　
不
動
産
賃
貸
借
、
譲
渡
担
保
、
消
費
貸
借
、
売
買
、
又

は
、
そ
の
他
の
契
約
に
基
づ
-
権
利
も
し
-
は
義
務

回
　
倒
産
も
し
く
は
そ
の
他
の
支
払
不
能
の
宣
告
を
受
け
た
財
産
も
し

く
は
人
、
身
体
的
も
し
く
は
精
神
的
障
害
を
有
す
る
未
成
年
者
も
し

く
は
成
年
者
、
死
者
、
並
び
に
へ
　
解
散
過
程
に
あ
る
会
社
そ
の
他
の

法
人
及
び
法
人
格
な
き
社
団
に
関
す
る
権
利
の
移
転
又
は
財
産
管
理

同
　
裁
判
所
の
判
決
又
は
命
令
の
執
行

㈹
　
危
険
な
状
態
に
あ
る
、
又
は
、
人
、
植
物
も
し
-
は
動
物
の
健
康

に
有
害
な
、
財
産
の
没
収

3
　
信
託
者
及
び
受
託
者

㈲
　
訴
訟
の
出
訴
期
間

用
　
制
定
法
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
た
法
人
に
与
え
ら
れ
た
財
産

同
　
尋
問
、
捜
査
又
は
調
査
の
た
め
に
す
る
財
産
の
1
時
的
な
取
り
上

げ
国
　
土
蒙
の
維
持
又
は
集
水
地
域
の
保
護
の
た
め
に
土
地
に
関
し
て
行

わ
れ
る
作
業

(
差
別
的
立
法
か
ら
の
自
由
)

第
一
五
条

Ⅲ
　
何
人
も
へ
　
法
の
前
に
平
等
で
あ
り
、
法
の
下
で
等
し
-
保
護
を
受
け

る
権
利
を
有
す
る
。

㈲
　
こ
の
憲
法
の
諸
規
定
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
た
場
合
を
除

き
、
い
か
な
る
法
及
び
国
家
の
執
行
行
為
も
し
-
は
行
政
行
為
も
'
明

示
的
に
又
は
そ
の
実
際
の
運
用
に
お
い
て
'
人
種
、
性
別
、
言
語
、
宗

教
へ
　
政
治
的
意
見
も
し
-
は
そ
の
他
の
意
見
、
出
身
階
級
、
出
生
地
、

門
地
、
又
は
、
こ
れ
ら
の
理
由
の
中
の
い
-
つ
か
だ
け
に
基
づ
い
て
、

人
の
法
的
能
力
を
剥
奪
も
し
-
は
制
限
し
、
又
は
、
人
に
特
権
も
し
-

は
利
益
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

伺
　
本
条
は
次
の
事
項
を
妨
げ
な
い
.

同
　
西
サ
モ
ア
の
役
務
、
又
は
、
直
接
に
法
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
た

49
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法
人
の
役
務
を
行
う
た
め
の
資
格
に
関
す
る
定
め
を
設
け
る
こ
と
0

回
　
婦
人
も
し
-
は
子
供
の
保
護
も
し
-
は
地
位
向
上
の
た
め
の
規

定
、
又
は
、
社
会
的
も
し
-
は
教
育
的
見
地
か
ら
行
わ
れ
る
人
的
区

分
を
設
け
る
こ
と
。

囲
　
本
条
は
、
現
行
法
の
効
力
、
及
び
、
独
立
記
念
日
に
国
家
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
執
行
も
し
-
は
府
政
実
務
の
継
続
の
表
明
を
妨
げ
る
も
の
で

は
な
い
。
但
し
、
国
家
は
'
第
二
項
に
お
い
て
列
挙
さ
れ
た
理
由
に
基

づ
い
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
法
的
能
力
の
剥
奪
又
は
制
限
、
及
び
、
そ
れ

ら
の
中
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
特
権
又
は

利
益
を
、
漸
次
廃
止
す
る
よ
う
に
政
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

第
三
編
　
国
家
の
元
首

(
0
 
l
e
 
A
o
 
o
 
l
e
 
M
a
l
o
)

第
二
八
条
O
l
e
 
A
o
o
l
e
M
a
l
o
と
称
さ
れ
る
、
西
サ
モ
ア
の
国
家
元
首
を
置

s
a

(
r
l
ゥ
プ
ア
・
ク
マ
セ
セ
・
メ
ア
ッ
オ
レ
　
(
T
u
p
u
a
 
T
a
m
a
s
e
s
e

M
e
a
'
o
l
e
)
　
及
び
マ
リ
ユ
r
l
ア
・
タ
ヌ
マ
フ
ィ
リ
二
世
　
(
M
a
l
i
e
t
o
a

T
a
n
u
m
a
f
i
l
i
 
I
D
)

第
一
七
条

屈
　
本
編
の
諸
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
本
条
の
規
定
を
前
提
と
し

て
、
-
ゥ
プ
ア
・
ク
マ
セ
セ
・
メ
ア
ッ
オ
レ
及
び
マ
リ
エ
ノ
・
L
ア
・
タ
ヌ

マ
フ
ィ
リ
二
世
は
独
立
記
念
日
に
お
い
て
、
共
に
国
家
元
首
の
地
位
に

就
-
。
両
者
は
、
共
に
、
ま
た
、
各
々
に
国
家
の
首
長
と
す
る
.

伺
　
前
項
に
挙
げ
た
両
者
の
中
の
い
ず
れ
か
が
、
独
立
記
念
日
又
は
そ
れ

以
後
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
生
存
者
が
国
家
元
首
の
地
位
を
維
持
す

る
。

㈹
　
第
1
項
に
挙
げ
た
両
者
の
中
の
い
ず
れ
か
が
へ
独
立
記
念
日
以
前
に

死
亡
し
た
場
合
に
は
、
生
存
者
が
、
独
立
記
念
日
に
お
い
て
'
国
家
元

首
の
地
位
に
就
-
0

屈
　
第
1
八
条
及
び
第
1
九
条
の
諸
規
定
を
除
い
て
、
本
編
の
諸
規
定

は
、
共
同
の
又
は
単
独
の
国
家
元
首
た
る
、
ト
ゥ
プ
ア
・
ク
マ
セ
セ
・

メ
ア
ッ
オ
レ
又
は
マ
リ
エ
ト
ア
・
タ
ヌ
マ
フ
ィ
リ
二
世
の
各
々
に
、
場

合
に
応
じ
て
、
適
用
さ
れ
る
。

㈲
　
第
t
項
に
挙
げ
た
両
者
、
そ
れ
ら
の
中
の
生
存
者
、
又
は
、
そ
れ
ら

の
中
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
、
死
亡
、
辞
任
又
は
解
任
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
本
条
は
効
力
を
失
う
。

(
国
家
元
首
の
選
挙
)

第
一
八
条

同
　
国
家
元
首
は
'
付
則
第
l
の
諸
規
定
に
従
い
、
立
法
議
会
に
H
っ
て

選
挙
さ
れ
る
。

何
　
次
に
挙
げ
る
者
は
、
国
家
元
首
に
選
挙
さ
れ
る
資
格
を
有
し
な
い
。

同
　
議
会
の
議
員
に
選
挙
さ
れ
る
資
格
を
有
し
な
い
者

㈲
　
そ
の
他
、
立
法
議
会
が
そ
の
議
決
に
よ
っ
て
事
情
に
応
じ
て
定
め

る
資
格
を
有
し
な
い
者

同
　
第
二
一
条
第
二
項
の
規
定
に
従
っ
て
、
以
前
に
国
家
元
首
の
地
位

ヽ

ー

ノ
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料
　
　
を
解
任
さ
れ
た
老

相
　
国
家
元
首
の
選
挙
の
有
効
性
に
つ
_
い
て
は
、
裁
判
所
で
争
う
こ
と
が

資
　
で
き
な
い
。

(
国
家
元
首
の
任
期
)

第
一
九
桑

川
　
第
i
七
条
及
び
第
二
1
条
の
諸
規
定
の
下
で
、
国
家
元
首
は
、
そ
の

職
に
就
い
た
日
か
ら
五
年
間
の
任
期
を
有
す
る
。
但
し
、
国
家
元
首

は
、
そ
の
任
期
の
終
了
後
も
、
後
任
者
が
職
に
就
-
ま
で
又
は
三
月
間

の
い
ず
れ
か
短
い
期
間
、
そ
の
職
を
維
持
す
る
.

㈹
　
こ
の
憲
法
の
諸
規
定
に
従
っ
て
、
国
家
元
首
の
職
に
あ
る
者
又
は
あ

っ
た
者
は
'
再
選
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
。

相
　
国
家
元
首
の
死
亡
、
辞
任
も
し
-
は
解
任
、
又
は
、
そ
の
任
期
の
終

了
に
ょ
っ
て
生
じ
た
国
家
元
首
の
職
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
の
選
挙

は
、
付
則
第
1
の
諸
規
定
に
従
っ
て
行
う
0
　
当
該
選
挙
に
お
い
て
選
挙

さ
れ
た
者
は
、
こ
の
憲
法
の
諸
規
定
に
従
っ
て
、
そ
の
職
に
就
い
た
日

か
ら
五
年
間
の
任
期
を
有
す
る
。

(
国
家
元
首
の
資
格
制
限
)

第
二
〇
条
国
家
元
首
は
へ
　
そ
の
職
廟
以
外
で
、
利
益
を
伴
う
職
、
も
し
く
は
、

そ
の
他
役
務
の
実
行
に
対
し
て
報
酬
を
受
け
る
権
利
を
伴
う
地
位
に
就

き
、
又
は
、
報
酬
を
求
め
て
職
に
就
い
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、
本
条

は
'
国
家
元
首
が
慣
習
上
の
所
有
地
に
関
す
る
権
原
(
p
u
l
e
)
を
有
す

る
こ
と
、
自
由
保
有
土
地
又
は
そ
の
他
の
私
有
財
産
を
有
す
る
こ
と
、

又
は
へ
　
慣
習
上
の
所
有
地
又
は
自
由
保
有
土
地
か
ら
の
生
産
物
を
処
分

す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

(
国
家
元
首
の
辞
任
及
び
解
任
)

'mwmi

m
　
国
家
元
首
は
、
自
署
を
し
た
首
相
宛
の
書
面
に
よ
っ
て
辞
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
o
　
首
相
は
、
国
家
元
首
の
辞
任
を
直
ち
に
立
法
議
会
の
議

長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

回
　
国
家
元
首
は
、
非
行
、
又
は
、
身
体
的
も
し
く
は
精
神
的
欠
陥
を
理

由
に
、
立
法
議
会
に
よ
.
っ
て
解
任
さ
れ
う
る
。

何
　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
充
た
す
場
合
を
除
い
て
、
前
項
の
規
定
に
基

づ
-
国
家
元
首
の
解
任
の
提
案
は
効
力
を
有
し
な
い
。

同
　
解
任
の
提
案
理
由
を
述
べ
た
発
議
の
通
知
が
、
書
面
で
、
か
つ
'

国
会
議
員
の
総
数
(
欠
員
を
含
む
)
　
の
五
分
の
一
以
上
の
多
数
の
署

名
を
得
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
。

㈲
　
発
議
の
通
知
と
そ
の
発
議
に
関
す
る
審
議
と
の
間
に
、
少
な
-
と

も
一
四
日
以
上
の
期
間
が
あ
る
こ
と
。

同
　
国
会
議
員
の
総
数
(
欠
員
を
含
む
)
　
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
が

発
議
に
賛
成
す
る
こ
と
。

㈹
　
前
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
議
決
は
、
当
該
議
決
の
成
立
の

日
以
後
、
国
家
元
首
を
そ
の
職
か
ら
解
任
す
る
効
力
を
有
す
る
。

(
国
家
元
首
の
報
酬
)

第
二
二
条
国
家
元
首
の
報
酬
は
、
制
定
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
国
庫
か
ら
拠
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出
さ
れ
る
。
こ
の
報
酬
は
'
国
家
元
首
の
在
任
期
間
中
減
額
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
但
し
、
制
定
法
に
よ
っ
て
報
酬
が
定
め
ら
れ
る
者
の
す
べ

て
に
均
等
に
適
用
さ
れ
る
一
般
的
な
報
酬
の
減
額
の
一
部
と
し
て
、
減

額
が
行
わ
れ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

(
国
家
元
首
の
欠
如
又
は
不
能
)

第
二
三
粂

川
　
国
家
元
首
が
欠
け
た
場
合
、
又
は
、
国
家
元
首
が
西
サ
モ
ア
を
離
れ

る
場
合
に
は
、
代
表
者
会
議
(
C
o
u
n
c
i
l
o
f
D
e
p
u
t
i
e
s
)
が
国
家
元
首
の

職
務
を
遂
行
す
る
。

伺
　
身
体
的
又
は
精
神
的
欠
陥
の
た
め
へ
　
国
家
元
首
が
当
面
そ
の
職
務
を

遂
行
し
え
な
い
と
の
心
証
を
、
可
能
な
ら
ば
、
国
家
元
首
の
妻
及
び
少

な
-
と
も
二
人
の
医
師
の
証
言
を
含
む
証
拠
に
よ
っ
て
得
た
~
こ
と
、
又

は
、
国
家
元
首
が
何
ら
か
の
明
確
な
原
因
に
よ
り
へ
　
そ
の
職
務
の
遂
行

に
耐
え
な
い
と
の
心
証
を
証
拠
に
よ
っ
て
得
た
こ
と
を
'
最
高
裁
判
所

長
官
が
、
書
面
に
よ
っ
て
表
明
す
る
場
合
に
は
、
国
家
元
首
が
そ
の
職

務
を
再
開
し
う
る
ま
で
に
健
康
を
回
復
し
た
、
又
は
、
そ
の
職
務
の
遂

行
に
耐
え
う
る
状
態
に
な
っ
た
と
の
表
明
が
同
様
の
形
式
で
.
行
わ
れ
る

ま
で
、
国
家
元
首
の
職
務
は
事
情
に
応
じ
て
、
代
表
者
会
議
に
よ
っ
て

遂
行
さ
れ
る
O

(
国
家
元
首
の
欠
如
又
は
不
能
に
関
す
る
特
別
規
定
)

第
二
四
条

ト

ゥ

プ

ア

・

タ

マ

セ

セ

・

メ

ア

ッ

オ

レ

及

び

マ

-

エ

ト

ア

・

タ

ヌ

マ

フ
ィ
リ
二
世
が
、
共
同
し
て
国
家
元
首
の
職
に
就
-
場
合
に
は
、
次
の

規
定
が
適
用
さ
る
。

局
　
い
ず
れ
か
1
方
が
'
西
サ
モ
ア
を
離
れ
、
国
家
元
首
の
職
務
の
遂

行
を
な
し
え
ず
、
又
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
耐
え
な
い
場
合
に

は
'
そ
の
期
間
中
、
他
方
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
。

㈲
　
両
者
が
い
ず
れ
も
、
西
サ
モ
ア
を
離
れ
、
国
家
元
首
の
職
務
の
遂

行
を
な
し
え
ず
、
又
は
、
そ
の
職
の
遂
行
に
耐
え
な
い
と
い
う
理
由

で
、
そ
の
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
中
、
代
表

者
会
議
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
。

同
_
本
条
の
目
的
の
た
め
へ
　
最
高
裁
判
所
長
官
は
、
第
二
三
条
第
二
項

の
規
定
の
下
で
、
国
家
元
首
の
地
位
に
あ
る
者
が
そ
の
職
務
の
遂
行

を
な
し
え
な
い
、
又
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
耐
え
な
い
期
間
を
確

定
す
る
。

(
代
表
者
会
議
)

第
二
五
条

Ⅲ
　
立
法
議
会
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た
三
人
以
下
の
議
員
に
よ
っ
て
構
成

す
る
、
代
表
者
会
議
を
置
-
。
但
し
、
議
会
が
代
表
者
会
議
の
議
員
を

選
挙
し
な
い
場
合
に
は
、
最
高
裁
判
所
長
官
が
代
表
者
会
議
の
職
務
を

itT"

㈹
　
第
一
八
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
・
国
家
元
首
の
非
選
挙
人
資
格
を
有
し

な
い
者
は
、
代
害
者
会
議
の
議
員
に
選
挙
さ
れ
又
は
そ
の
議
員
の
地
位

を
維
持
す
る
資
格
を
有
し
な
い
。

㈹
　
代
表
者
会
議
の
議
員
の
選
挙
は
、
国
家
元
首
の
各
選
挙
後
、
可
能
な

限
り
速
や
か
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O
　
但
し
、
第
1
七
条
の
規
定

>
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料
　
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
代
表
者
会
議
の
議
員
の
選
挙
は
独
立
記
念

日
以
後
、
可
能
な
限
り
速
や
か
に
行
い
、
そ
れ
以
後
は
、
四
年
九
月
以

資
　
上
五
年
三
月
以
下
の
間
隔
を
置
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

屈
　
代
表
者
会
議
の
議
員
の
数
が
三
人
以
下
と
な
る
場
合
に
は
、
立
法
議

会
は
'
第
二
項
の
規
定
の
下
で
被
選
挙
人
の
資
格
を
有
す
る
者
を
、
会

議
の
議
員
と
し
て
選
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
o
　
そ
の
選
挙
に
お
い
て
選

出
さ
れ
た
者
は
'
前
項
の
規
定
に
従
っ
て
次
に
行
わ
れ
る
選
挙
ま
で
、

そ
の
職
務
を
行
う
。

㈲
　
代
表
者
会
議
の
議
員
は
、
第
二
項
の
規
定
の
下
で
'
再
選
さ
れ
る
資

格
を
有
す
る
。

㈲
　
代
表
者
会
議
の
議
員
は
'
自
署
を
し
た
首
相
宛
の
書
面
に
よ
っ
て
、

そ
の
職
を
辞
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
首
相
は
、
こ
の
辞
任
を
直
ち
に

立
法
議
会
の
議
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
　
立
法
議
会
は
、
国
会
議
員
の
総
数
(
欠
員
を
含
む
)
　
の
三
分
の
二
以

上
の
多
数
の
賛
成
を
得
た
発
議
に
基
づ
き
、
明
示
さ
れ
た
非
行
又
は
身

体
的
も
し
-
ほ
精
神
的
欠
陥
を
理
由
に
、
代
表
者
会
議
の
議
員
を
解
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈹
　
代
表
者
会
議
の
議
員
の
報
酬
は
、
制
定
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
国

庫
か
ら
拠
出
さ
れ
る
。
但
し
、
制
定
法
は
、
議
員
が
政
府
の
常
勤
の
有

給
職
員
で
あ
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
報
酬
を
支
払
わ
な
い
旨
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
議
員
の
報
酬
は
へ
　
そ
の
在
任
期
間
中
減
額
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
但
し
、
制
定
法
に
よ
っ
て
報
酬
が
定
め
ら
れ
る
者
の
す
べ

て
に
均
等
に
適
用
さ
れ
る
1
般
的
な
報
酬
の
減
額
の
1
部
と
し
て
、
減

額
が
行
わ
れ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

㈱
　
代
表
者
会
議
の
議
員
は
、
国
会
の
議
員
に
選
挙
さ
れ
る
資
格
を
有
し

な
い
。
但
し
、
本
項
の
規
定
は
、
代
表
者
会
議
の
議
員
が
国
家
元
首
の

職
に
選
挙
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

㈹
　
代
表
者
会
議
は
、
そ
の
議
員
の
中
の
い
ず
れ
が
当
該
会
議
の
進
行
に

あ
た
る
か
を
定
め
る
。

㈹
　
こ
の
憲
法
の
諸
規
定
の
下
で
、
代
表
者
会
議
は
そ
の
手
続
を
自
ら
適

当
と
考
え
る
方
式
に
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
助
言
に
基
づ
-
国
家
元
首
の
行
為
)

第
二
六
粂

川
　
こ
の
憲
法
に
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
'
国
家
元
首
は
そ
の

職
務
を
遂
行
す
る
に
際
L
へ
　
内
閣
、
総
理
大
臣
、
又
は
、
そ
の
状
況
に

応
じ
て
所
轄
の
大
臣
の
助
言
に
基
づ
い
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

m
伺
　
内
閣
、
総
理
大
臣
も
し
-
は
所
轄
の
大
臣
が
、
国
家
元
首
の
職
務
の

遂
行
に
関
し
て
、
国
家
元
首
に
対
し
て
助
言
を
与
え
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
助
言
が
国
軍
冗
首
の
官
房
長
官
の
も
と
に
届
い
た
日
か
ら
七

日
以
内
に
、
国
家
元
首
が
当
該
助
言
を
受
け
入
れ
ず
、
又
は
、
こ
れ
に

関
し
て
、
国
家
元
首
が
こ
の
憲
法
も
し
-
は
制
定
法
の
諸
規
定
に
基
づ

い
て
な
し
う
る
権
澱
を
有
す
る
他
の
異
な
る
措
置
を
執
ら
な
い
場
合
に

は
、
国
家
元
首
は
当
該
助
言
を
受
け
入
れ
た
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
。
こ

の
場
合
に
は
、
前
段
の
趣
旨
を
記
載
し
、
総
理
大
臣
の
指
示
に
従
い
内

閣
官
房
長
官
が
署
名
し
た
証
書
が
、
当
該
助
言
に
従
っ
た
職
務
の
遂
行
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と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
o

(
国
家
元
首
に
対
す
る
情
報
の
提
供
)

第
二
七
条
総
理
大
臣
は
、
次
の
事
項
に
関
し
て
義
務
を
負
う
。

同
　
内
閣
の
議
事
日
程
及
び
議
事
録
、
並
び
に
、
内
閣
に
提
出
さ
れ
る

そ
の
他
一
切
の
文
書
を
'
そ
れ
ら
が
大
臣
に
配
布
さ
れ
る
時
点
で
、

国
家
元
首
に
配
布
す
る
こ
と
。

㈲
　
西
サ
モ
ア
の
政
務
及
び
立
法
の
提
案
の
処
理
に
関
す
る
情
報
の
う

ち
、
国
家
元
首
が
必
要
と
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

(
職
務
上
の
宣
誓
)

第
二
八
条
国
家
元
首
及
び
代
表
者
会
議
の
各
議
員
は
、
そ
の
職
務
に
就
-
に
先

だ
ち
'
最
高
裁
判
所
長
官
の
面
前
に
お
い
て
'
付
則
第
三
に
示
さ
れ
た

形
式
で
宣
誓
を
行
い
、
か
つ
、
宣
誓
書
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(国璽)

第
二
九
条
国
家
元
首
は
西
サ
モ
ア
の
国
璽
を
保
管
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
使
用
す

¥ci"

(
国
家
元
首
付
の
官
房
長
官
)

第
三
〇
条
国
家
元
首
に
は
官
房
長
官
を
付
置
す
る
。

第
四
編
　
行
政
府

(
行
政
権
)

第
三
一
条

屈
　
西
サ
モ
ア
の
行
政
権
は
国
家
元
首
に
帰
属
し
、
こ
の
憲
法
の
諸
規
定

に
従
っ
て
国
家
元
首
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
。

伺
　
前
項
の
規
定
は
、
国
会
が
制
定
法
に
ょ
っ
て
国
家
元
首
以
外
の
諸
機

関
に
行
政
権
の
行
使
を
授
権
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

(内閣)

第
三
二
条

Ⅲ
　
西
サ
モ
ア
の
行
政
府
を
t
般
的
に
指
揮
及
び
管
理
し
、
そ
れ
に
つ
い

て
国
会
に
対
し
て
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
機
関
と
し
て
、
内
閣
を
置

H
B
>

伺
　
内
閣
の
大
臣
は
、
次
の
手
続
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
。

同
　
国
家
元
首
は
、
国
会
議
員
の
過
半
数
の
信
任
を
得
た
国
会
議
員

を
、
内
閣
を
統
括
す
る
総
理
大
臣
に
任
命
す
る
。

何
　
回
家
元
首
は
、
総
理
大
臣
の
助
言
を
得
て
、
他
の
八
人
の
国
会
議

員
を
大
臣
に
任
命
す
る
。

同
　
任
命
が
立
法
議
会
の
解
散
中
に
行
わ
れ
る
べ
き
場
合
に
は
、
立
法

議
会
が
最
後
に
解
散
さ
れ
る
直
前
に
国
会
議
員
で
あ
っ
た
者
は
、
総

理
大
臣
又
は
大
臣
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈹
　
本
項
の
規
定
に
基
づ
-
任
命
は
、
国
家
元
首
が
国
璽
を
押
印
し
た

証
書
を
用
い
て
行
う
。
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料
　
伺
　
い
ず
れ
か
の
大
臣
が
欠
け
た
た
め
へ
大
臣
の
総
数
が
八
人
未
満
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
国
家
元
首
は
'
可
能
な
限
り
速
や
か
に
、
総
理

資
　
　
大
臣
の
助
言
に
基
づ
い
て
他
の
国
会
議
員
を
大
臣
に
任
命
し
、
大
臣

の
総
数
が
　
(
総
理
大
臣
を
除
い
て
)
可
能
な
限
り
速
や
か
に
八
人
に

回
復
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

(
大
臣
職
の
欠
員
)

第
三
三
粂

川
　
解
散
後
の
立
法
議
会
の
第
1
会
期
の
開
始
時
に
在
職
す
る
総
理
大
臣

の
任
期
は
、
当
該
会
期
の
第
七
日
目
に
国
家
元
首
に
よ
っ
て
終
了
せ

し
め
ら
れ
る
。
但
し
、
総
理
大
臣
が
そ
れ
に
先
だ
っ
て
辞
任
す
る
場

合
ほ
こ
の
限
り
で
な
い
。

㈹
　
総
理
大
臣
の
任
期
は
、
次
の
場
合
に
お
い
て
も
'
国
家
元
首
に
よ
っ

て
終
了
せ
し
め
ら
れ
る
。

局
　
総
理
大
臣
が
、
立
法
議
会
の
解
散
以
外
の
理
由
に
よ
っ
て
国
会
議

員
の
地
位
を
失
う
と
き
.

㈲
　
立
法
議
会
が
内
閣
不
信
任
の
明
示
的
な
動
議
を
通
過
さ
せ
た
と

き
、
又
は
、
総
理
大
臣
が
内
閣
の
信
任
に
係
わ
る
問
題
も
し
く
は
争

点
で
あ
る
と
明
言
し
た
問
題
も
し
-
は
争
点
に
関
し
て
、
内
閣
の
主

張
が
退
け
ら
れ
た
と
き
。
但
し
へ
　
か
か
る
動
議
の
通
過
後
、
又
は
へ

内
閣
の
主
張
が
退
け
ら
れ
た
後
に
、
総
理
大
臣
か
ら
の
要
求
が
あ
る

場
合
に
は
、
国
家
元
首
は
総
理
大
臣
の
任
期
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
に

代
え
て
、
立
法
議
会
を
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
　
総
理
大
臣
が
、
自
署
を
し
た
国
家
元
首
宛
の
書
面
に
よ
っ
て
辞
任

す
る
と
き
。

佃
　
総
理
大
臣
が
、
国
家
元
首
が
み
ず
か
ら
の
裁
量
に
基
づ
い
て
発
行

す
る
許
可
状
な
し
に
'
西
サ
モ
ア
を
離
れ
る
と
き
。

弼
　
そ
の
他
の
大
臣
の
職
は
、
次
の
場
合
に
欠
員
を
生
じ
る
。

同
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
総
理
大
臣
の
任
期
が
終

了
す
る
と
き
。

㈲
　
国
家
元
首
が
、
総
理
大
臣
の
助
言
に
基
づ
き
、
国
璽
を
押
印
し
た

証
書
に
よ
り
、
大
臣
の
任
命
を
撤
回
す
る
と
き
。

同
　
大
臣
が
、
立
法
議
会
の
解
散
以
外
の
理
由
に
よ
っ
て
国
会
議
員
の

地
位
を
失
う
と
き
。

屈
　
大
臣
が
、
自
署
を
し
た
国
家
元
首
宛
の
書
面
に
よ
っ
て
辞
任
す
る

と
き
。

局
　
大
臣
が
、
国
家
元
首
が
総
理
大
臣
の
助
言
に
基
づ
い
て
発
行
す
る

許
可
状
な
し
に
、
西
サ
モ
ア
を
離
れ
る
と
き
0

回
　
疾
病
の
た
9
'
も
し
-
ほ
、
国
家
元
首
の
許
可
状
を
得
て
西
サ
モ
ア

を
離
れ
る
た
め
、
総
理
大
臣
が
西
サ
モ
ア
に
お
い
て
1
時
的
に
そ
の
職

務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
に
は
'
国
家
元
首
は
'
国
璽
を
押
印
し
た
証

書
に
よ
り
へ
他
の
大
臣
を
任
命
し
て
、
総
理
大
臣
が
そ
の
職
務
を
再
開

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
ま
で
、
又
は
、
そ
の
職
を
退
-
と
き
ま
で
の

間
、
総
理
大
臣
の
職
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
　
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
国
家
元
首
に
与
え
ら
れ
た
権
限
は
、
総
理
大

臣
の
疾
病
も
し
-
ほ
不
在
の
た
め
へ
　
総
理
大
臣
の
助
言
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、
国
家
元
首
が
自
ら
の
裁
量
に
基
づ
い
て
行
使

n
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L
へ
　
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
国
家
元
首
が
総
理
大
臣
の
助
言
に
基
づ

い
て
行
使
す
る
。

㈹
　
国
家
元
首
は
'
総
理
大
臣
の
助
言
に
基
づ
き
、
国
璽
を
押
印
し
た
証

書
に
ょ
り
、
次
の
事
項
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
　
大
臣
が
疾
病
の
た
め
1
時
的
に
大
臣
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
で
き

な
い
旨
の
宣
言

㈲
　
大
臣
の
行
為
に
関
す
る
調
査
又
は
取
調
べ
の
期
間
中
に
お
け
る
大

臣
の
職
務
停
止

用
　
前
項
の
規
定
に
ょ
る
処
分
を
受
け
た
大
臣
は
、
国
家
元
首
が
国
璽
を

押
印
し
た
前
掲
の
証
書
を
総
理
大
臣
の
助
言
に
基
づ
き
撤
回
す
る
ま
で

の
間
、
そ
の
職
務
を
遂
行
し
、
又
は
、
閣
議
に
臥
席
し
も
し
-
は
そ
の

他
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
。

(
職
務
上
の
宣
誓
)

[Jam!鍵宴
す
べ
て
大
臣
は
、
そ
の
職
務
に
就
-
に
先
だ
ち
、
国
家
元
首
の
面
前

に
お
い
て
'
付
則
第
三
に
示
さ
れ
た
形
式
で
宣
誓
を
行
い
、
か
つ
、
宣

誓
書
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
大
臣
に
対
す
る
責
任
の
割
当
て
)

第
三
五
条

Ⅲ
　
総
理
大
臣
は
、
自
署
を
し
た
書
面
で
指
示
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
次

の
事
項
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

同
　
大
臣
に
1
定
の
部
局
又
は
事
務
に
つ
い
て
の
責
任
を
課
す
こ
と

㈲
　
本
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
指
示
の
撤
回
又
は
変
更

㈹
　
総
理
大
臣
は
、
t
定
の
部
局
又
は
事
務
を
み
ず
か
ら
の
監
督
の
下
に

留
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
内
閣
の
招
集
)

第
三
六
条
内
閣
は
、
総
理
大
臣
'
又
は
、
総
理
大
臣
が
不
在
の
と
き
に
は
総
理

大
臣
が
そ
の
代
行
と
し
て
任
命
す
る
大
臣
だ
け
が
、
招
集
す
る
。

(
閣
議
の
手
続
)

m
a
v
j
当

用
　
こ
の
憲
法
の
諸
規
定
の
下
で
、
内
閣
は
、
そ
の
手
続
を
(
定
足
数
の

定
め
を
含
め
て
)
　
み
ず
か
ら
適
当
と
考
え
る
方
式
に
調
整
す
る
こ
と
が

嗣
P
E
a

㈹
　
内
閣
に
は
官
房
長
官
を
置
-
0

伺
　
内
閣
は
、
そ
の
構
成
員
に
欠
員
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
へ
　
そ
の
職
務

の
執
行
に
つ
き
権
限
を
失
う
こ
と
は
な
い
。
資
格
を
欠
-
者
が
内
閣
に

加
わ
り
、
も
し
く
は
、
閣
議
で
の
表
決
に
参
加
し
、
又
は
、
そ
の
他
手

続
に
関
与
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
閣
の
手
続
が
無
効
と
な
る
こ
と
は

・, '・<いrJ

同
　
国
家
元
首
が
要
求
す
る
場
合
に
は
、
総
理
大
臣
は
、
大
臣
(
総
理
大

臣
を
含
む
)
が
決
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
内
閣
が
考
慮
し
な
か
っ
た

事
項
を
、
内
閣
に
よ
る
検
討
を
求
め
て
提
出
す
る
義
務
を
負
う
0

回
　
内
閣
の
議
決
は
'
こ
れ
を
議
事
録
に
記
録
し
、
議
決
の
成
立
後
二
四

時
間
以
内
に
、
内
閣
官
房
長
官
の
署
名
を
得
て
、
国
家
元
首
付
の
官
房

長
官
に
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヽ

~

ノ

18
4321

1
仁
一
へ

1
・
ュ

n
U
iff



料
　
㈹
　
内
閣
の
議
決
ほ
、
第
三
八
条
の
規
定
に
基
づ
-
場
合
の
外
は
へ
そ
の

効
力
を
生
じ
な
い
。

資
　
(
内
閣
の
議
決
の
効
力
発
生
の
時
点
)

第
三
八
条

同
　
内
閣
の
議
決
は
、
次
の
場
合
に
効
力
を
生
じ
る
。

同
　
国
家
元
首
が
自
己
の
裁
量
に
基
づ
い
て
承
認
を
与
え
る
と
き
.

㈲
　
議
決
の
日
か
ら
四
日
が
経
過
し
た
と
き
。
但
し
、
第
四
〇
条
の
規

定
に
基
づ
い
て
、
執
行
評
議
会
の
会
議
が
そ
れ
以
前
に
開
か
れ
る
場

合
は
こ
の
限
り
で
な
い
O

吊
　
当
該
議
決
に
含
ま
れ
る
問
題
が
、
そ
の
議
決
が
行
わ
れ
た
会
議
に

出
席
し
'
か
つ
'
~
投
票
し
た
大
臣
の
過
半
数
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
極

め
て
緊
急
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
議
決
の
日
か
ら
一
日

が
経
過
し
た
と
き
。
但
し
、
第
四
〇
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
執
行

評
議
会
の
会
議
が
そ
れ
以
前
に
開
か
れ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な

い
。

㈹
　
第
四
〇
条
の
規
定
に
よ
る
と
き
。

㈹
　
前
項
の
㈲
号
又
は
吊
号
に
関
し
て
、
内
閣
の
議
決
の
日
と
は
、
第
三

七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
当
該
議
決
を
記
録
し
た
議
事
録
が
国

家
元
首
付
の
官
房
長
官
に
伝
達
さ
れ
る
日
と
す
る
。

㈱
　
内
閣
の
議
決
が
効
力
を
生
じ
た
こ
と
を
証
明
す
る
、
内
閣
官
房
長
官

が
署
名
を
し
た
証
書
は
、
当
該
議
決
が
効
力
を
生
じ
た
こ
と
に
関
す
る

反
証
し
え
な
い
証
拠
と
す
る
。

(
執
行
評
議
会
)

H
D
K
S
3

川
　
次
の
者
で
構
成
す
る
西
サ
モ
ア
執
行
評
議
会
を
置
く
。

3
　
国
家
元
首

㈲
　
総
理
大
臣
、
及
び
、
第
三
二
条
及
び
第
三
三
条
の
規
定
に
従
っ
て

そ
の
職
を
有
す
る
大
臣

㈲
　
こ
の
憲
法
の
諸
規
定
の
下
で
、
執
行
評
議
会
は
、
そ
の
手
続
を
(
定

足
数
の
定
め
を
含
め
て
)
　
み
ず
か
ら
適
当
と
考
え
る
方
式
に
調
整
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

回
　
内
閣
官
房
長
官
を
執
行
評
議
会
の
書
記
と
す
る
o

(
執
行
評
議
会
に
よ
る
内
閣
の
議
決
に
関
す
る
検
討
)

第
四
〇
条

用
　
国
家
元
首
は
自
己
の
裁
量
に
よ
っ
て
、
又
は
、
総
理
大
臣
は
、
閣
議

の
議
事
録
に
記
録
さ
れ
た
議
決
を
検
討
す
る
た
め
に
、
執
行
評
議
会
の

会
議
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
せ
る
O

は
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
招
集
を
受
け
た
執
行
評
議
会
の
会
議
に
お
い

て
、
国
家
元
首
が
当
該
議
決
を
支
持
す
る
場
合
に
は
'
当
該
議
決
は
内

閣
の
議
決
通
り
に
効
力
を
生
じ
る
。

伺
　
第
l
項
の
規
定
に
よ
り
招
集
を
受
け
た
執
行
評
議
会
の
会
議
に
お
い

て
'
国
家
元
首
が
当
該
議
決
に
反
対
し
、
又
は
、
そ
の
修
正
を
要
求
す

る
場
合
に
は
、
第
三
六
条
の
規
定
に
従
い
内
閣
を
招
集
し
、
か
つ
、
当

該
議
決
の
検
討
を
要
求
す
る
。

同
　
内
閣
が
再
検
討
の
後
に
、
当
初
の
議
決
を
再
確
認
L
へ
　
又
は
、
国
家

元
首
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
修
正
を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
当
初
の
議

2
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釈n

決
又
は
修
正
さ
れ
た
議
決
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
応
じ
て
、
内
閣
の

議
決
と
し
て
直
ち
に
効
力
を
生
じ
る
。

㈲
　
内
閣
が
再
検
討
の
後
に
、
第
三
項
の
規
定
に
従
っ
て
国
家
元
首
が
要

求
す
る
当
初
の
議
決
に
対
す
る
修
正
以
外
の
修
正
を
取
り
入
れ
た
議
決

を
受
け
入
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
修
正
後
の
議
決
が
、
第
三
七
条
の
第

五
項
及
び
第
六
項
の
適
用
を
受
け
る
、
内
閣
の
新
た
な
議
決
と
し
て
効

力
を
生
じ
る
O

(
司
法
長
官
)

第
四
一
粂

川
　
国
家
元
首
は
、
総
理
大
臣
の
助
言
に
基
づ
い
て
司
法
長
官
を
任
命
す

る
。
司
法
長
官
は
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

舗
　
司
法
長
官
は
、
国
家
元
首
、
内
閣
、
総
理
大
臣
又
は
大
臣
か
ら
照
会

s
>

を
受
け
た
法
的
事
項
に
関
し
て
助
言
を
与
え
る
。
司
法
長
官
は
、
告
発

の
あ
っ
た
犯
罪
に
関
す
る
手
続
を
そ
の
裁
量
に
基
づ
い
て
開
始
し
、
指

揮
し
又
は
中
止
す
る
権
限
を
有
す
る
。

司
法
長
官
は
、
い
か
な
る
裁
判
所
又
は
審
判
所
に
お
い
て
も
、
傍
聴

の
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
他
の
何
人
に
も
優
先
し
て
入
場
す
る
こ
と
が

て
f
y
>
¥
&
"

伺
　
司
法
長
官
の
権
限
は
'
司
法
長
官
自
身
に
よ
っ
て
、
又
は
へ
司
法
長

官
の
1
般
的
も
し
-
は
特
別
の
指
示
の
下
に
、
か
つ
、
こ
れ
に
従
っ
て

行
動
す
る
司
法
長
官
の
下
に
あ
る
官
吏
に
ょ
っ
て
'
行
使
さ
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

伺
　
司
法
長
官
ほ
、
国
家
元
首
が
総
理
大
臣
の
助
言
に
基
づ
い
て
状
況
に

応
じ
て
決
定
す
る
任
期
に
つ
い
て
、
そ
の
職
務
を
行
う
。

第
五
編
　
国
　
　
会

(
国
会
)

第
四
二
条
国
家
元
首
及
び
立
法
議
会
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、
西
サ
モ
ア
の
国

会
を
設
け
る
。

(
立
法
権
)

第
四
三
条
こ
の
憲
法
の
諸
規
定
の
下
で
、
国
会
は
、
西
サ
モ
ア
の
全
部
又
は
l

部
に
関
し
'
か
つ
'
西
サ
モ
ア
の
国
内
及
び
国
外
に
お
い
て
効
力
を
有

す
る
、
立
法
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(
立
法
議
会
の
議
員
)

第
四
四
粂

川
　
立
法
議
会
は
、
次
の
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

局
　
当
該
時
点
に
お
け
る
制
定
法
に
ょ
っ
て
定
め
ら
れ
た
、
名
称
及
び

境
界
線
を
有
L
h
　
か
つ
'
村
落
又
は
小
村
落
を
含
む
四
一
地
域
の
選

挙
区
ご
と
に
一
人
の
割
合
で
選
挙
さ
れ
た
議
員

山
　
当
該
時
点
に
お
け
る
制
定
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
四
地
域
の
選

挙
区
ご
と
に
1
人
の
割
合
で
選
挙
さ
れ
た
四
人
の
追
加
議
員

㈲
　
個
人
選
挙
人
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
者
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た
議
員

は
　
前
項
㈲
号
の
規
定
に
基
づ
-
選
挙
に
ょ
っ
て
選
ば
れ
る
議
負
の
数

ヽ
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料
　
　
は
、
付
則
第
二
の
諸
規
定
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

伺
　
こ
の
憲
法
の
諸
規
定
の
下
で
、
立
法
議
会
の
議
員
の
選
挙
方
法
、
そ

資
　
　
の
議
員
の
任
期
及
び
身
分
、
選
挙
人
の
資
格
、
並
び
に
、
地
域
の
選
挙

民
名
簿
及
び
個
人
選
挙
人
名
簿
の
作
成
及
び
管
理
の
方
法
は
、
法
に

ょ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

伺
　
立
法
議
会
の
議
員
は
国
会
の
議
員
と
す
る
o

(
議
員
の
資
格
)

第
四
五
粂

川
　
次
の
両
条
件
を
充
た
す
者
は
、
何
人
も
、
国
会
の
議
員
の
被
選
挙
資

格
を
有
す
る
。

局
　
西
サ
モ
ア
の
国
民

㈲
　
こ
の
憲
法
又
は
制
定
法
の
諸
規
定
に
基
づ
い
て
欠
格
事
由
を
有
し

な
い
者

伺
　
前
項
の
規
定
に
従
っ
て
資
格
を
有
す
る
者
以
外
の
者
が
、
国
会
議
員

に
選
挙
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
関
す
る
選
挙
は
無
効
と
す
る
。

(
議
員
の
在
任
期
間
)

第
四
六
粂

川
　
国
会
議
員
は
す
べ
て
、
そ
の
当
選
後
に
お
け
る
立
法
議
会
の
解
散
の

時
点
に
お
い
て
、
又
は
、
本
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
議
席
を
失
う

時
点
に
お
い
て
、
議
員
の
資
格
を
失
う
0

㈹
　
国
会
議
員
は
次
の
場
合
に
そ
の
議
席
を
失
う
。

同
　
国
会
議
員
が
死
亡
し
た
場
合
。

㈲
　
国
会
議
員
が
自
署
を
し
た
議
長
宛
の
書
面
に
よ
っ
て
辞
任
し
た
場

Sffij

同
　
国
会
議
員
が
西
サ
モ
ア
の
国
民
で
な
-
な
っ
た
場
合
o

紬
　
こ
の
憲
法
又
は
制
定
法
の
諸
規
定
に
基
づ
い
て
、
国
会
議
員
が
資

格
を
失
っ
た
場
合
。

(
議
員
の
資
格
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
裁
判
)

a
a
n
a
宴
国
会
議
員
の
資
格
の
取
得
又
は
保
持
の
権
利
に
関
す
る
t
切
の
問
題

は
、
最
高
裁
判
所
に
付
託
し
、
か
つ
、
最
高
裁
判
所
に
ノ
よ
る
判
断
を
受

け
る
。

(
欠
員
の
補
充
)

第
四
八
条
国
会
議
員
の
議
席
に
'
第
四
六
条
第
二
項
の
規
定
に
従
い
'
欠
員
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
議
長
は
、
自
署
を
し
た
書
面
に
よ
っ
て
へ
国
家
元

首
に
当
該
欠
員
を
報
告
す
る
。
欠
員
は
、
法
の
定
め
に
従
っ
て
行
わ
れ

る
選
挙
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。

(
議
長
の
選
挙
)

第
四
九
粂

川
　
立
法
議
会
は
'
そ
れ
が
総
選
挙
後
に
初
め
て
開
か
れ
た
場
合
に
は
直

ち
に
、
議
会
の
解
散
以
外
の
理
由
に
よ
っ
て
議
長
が
欠
け
る
場
合
に
は

可
能
な
限
り
速
や
か
に
'
国
会
議
員
を
立
法
議
会
の
議
長
に
選
出
す

る
。

伺
　
議
長
は
、
選
出
後
か
つ
そ
の
職
務
を
行
う
に
先
立
ち
て
'
国
家
元
首

の
面
前
に
お
い
て
、
付
則
第
三
に
示
さ
れ
た
形
式
で
忠
誠
の
宣
誓
を
行

4
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い
、
か
つ
宣
誓
書
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

制
　
議
長
は
、
自
署
を
し
た
立
法
議
会
の
事
務
総
長
宛
の
書
面
に
よ
っ

て
、
何
時
で
も
、
辞
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
欠
員
を
生
じ
る
。

同
　
議
長
が
国
会
議
員
で
な
-
な
っ
た
場
合
0

回
　
議
長
が
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
場
合
。

(
副
議
長
)

議
長
職
は
、
次
の
場
合

第
五
〇
粂

川
　
立
法
議
会
は
、
大
臣
以
外
の
国
会
議
員
を
副
議
長
に
選
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

㈹
　
副
議
長
は
、
自
署
を
し
た
立
法
議
会
の
事
務
総
長
宛
の
書
面
に
よ
っ

て
へ
　
何
時
で
も
、
辞
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
副
議
長
職
は
、
次
の
場

合
に
欠
員
を
生
じ
る
。

局
　
副
議
長
が
国
会
議
員
で
な
く
な
っ
た
場
合
0

回
　
副
議
長
が
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
場
合
。

同
　
副
議
長
が
議
長
に
選
挙
さ
れ
た
場
合
。

㈲
　
こ
の
憲
法
の
諸
規
定
の
下
に
お
い
て
へ
　
こ
の
憲
法
の
諸
規
定
に
基
づ

い
て
議
長
に
与
え
ら
れ
る
職
務
は
、
議
長
の
職
に
欠
員
が
生
じ
た
場

合
、
議
長
が
西
サ
モ
ア
を
離
れ
、
又
は
へ
　
そ
の
他
そ
の
職
務
を
遂
行
し

得
な
い
場
合
に
は
、
副
議
長
が
遂
行
す
る
。

(
立
法
議
会
の
事
務
総
長
)

第
五
一
条
立
法
議
会
に
は
事
務
総
長
を
置
く
。

(
立
法
議
会
の
会
議
)

第
五
二
条
立
法
議
会
は
、
国
家
元
首
が
西
サ
モ
ア
官
報
に
公
示
し
、
か
つ
、
サ

バ
イ
イ
島
に
お
い
て
登
録
す
る
告
示
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
々
に
特
に
定

め
る
、
時
点
及
び
場
所
に
お
い
て
、
会
議
を
開
-
。
但
し
、
議
会
は
、

総
選
挙
の
終
了
後
五
五
日
以
内
に
、
か
つ
、
そ
れ
以
後
は
少
な
-
と
も

毎
年
1
回
'
会
議
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
先
の
会
期
に
お
け
る

最
後
の
会
議
と
次
の
会
期
に
お
け
る
最
初
の
会
議
と
の
間
に
、
二
一
月

の
期
間
を
置
い
て
は
な
ら
な
い
。

(
議
事
規
則
)

第
五
三
条
こ
の
憲
法
の
諸
規
定
の
下
に
お
い
て
、
立
法
議
会
は
そ
の
手
続
を
規

律
す
る
議
事
規
則
を
改
正
及
び
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(用語)

第
五
四
粂

川
　
立
法
議
会
に
お
け
る
討
論
及
び
審
議
は
、
す
べ
て
、
サ
モ
ア
語
及
び

英
語
に
ょ
っ
て
行
う
。

㈹
　
立
法
議
会
の
議
事
録
及
び
討
論
記
録
、
提
案
さ
れ
る
法
案
、
提
出
さ

れ
る
書
撰
、
並
び
に
、
議
会
の
手
続
の
記
録
、
証
拠
の
記
録
及
び
委
員

会
の
報
告
書
は
、
す
べ
て
、
サ
モ
ア
語
及
び
英
語
で
作
成
す
る
。

(
立
法
議
会
の
議
事
進
行
)

第
五
五
条
議
長
、
又
は
、
議
長
が
不
在
の
場
合
に
は
副
議
長
が
'
立
法
議
会
の

ヽ
1
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料
　
議
事
を
進
行
さ
せ
る
。
議
長
及
び
副
議
長
が
共
に
議
事
を
欠
席
す
る
場

合
に
は
'
出
席
議
員
は
、
そ
の
中
か
ら
1
人
　
(
大
臣
を
除
く
)
　
を
選
ん

資
　
で
、
こ
の
議
員
を
議
事
の
進
行
に
あ
た
ら
せ
る
。

(
手
続
の
有
効
性
)

第
五
六
条
立
法
議
会
は
'
国
会
議
員
に
欠
員
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
議

事
を
行
う
権
限
を
失
う
こ
と
は
な
い
。
こ
の
欠
員
に
は
、
総
選
挙
で
補

充
さ
れ
な
い
欠
員
を
含
む
o
　
資
格
を
欠
-
者
が
議
会
に
加
わ
り
、
も
し

-
は
、
議
会
に
お
い
て
表
決
に
参
加
し
、
又
は
、
そ
の
他
手
続
に
関
与

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
の
手
続
が
無
効
と
な
る
こ
と
は
な
い
。

(
定
足
数
)

第
五
七
条
立
法
議
会
の
い
か
な
る
会
議
に
お
い
て
も
'
出
席
議
員
の
数
が
　
(
義

・
長
又
は
議
事
進
行
に
あ
た
る
そ
の
他
の
議
員
を
除
い
て
)
　
国
会
議
員
の

総
数
(
欠
員
を
含
む
)
　
の
半
数
を
下
回
る
と
の
異
議
が
出
席
議
員
に

よ
っ
て
提
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
議
事
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

(表決)

第
五
八
条

屈
　
こ
の
憲
法
に
お
い
て
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
立
法
議

会
に
提
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
は
、
出
席
の
国
会
議
員
の
過
半
数
で

こ
れ
を
決
す
る
o

用
　
議
長
、
副
議
長
、
又
は
へ
　
議
長
が
不
在
の
場
合
に
、
立
法
議
会
の
議

事
進
行
に
あ
た
る
そ
の
他
の
国
会
議
員
は
、
表
決
の
権
利
を
有
し
な

い
。
但
し
、
可
否
同
数
の
と
き
に
は
、
こ
れ
を
決
す
る
権
限
を
有
す

る
。

(
立
法
議
会
へ
の
法
案
等
の
提
出
)

第
五
九
条
本
編
及
び
立
法
議
会
の
議
事
規
則
の
諸
規
定
の
下
に
お
い
て
、
.
す
べ

て
国
会
議
員
は
、
議
会
に
法
案
、
討
議
さ
れ
る
べ
き
議
題
、
又
は
、
請

願
を
提
出
す
る
こ
~
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
議
事
規
則
の
下
に
お
い

て
、
審
議
及
び
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
但
し
、
国
家
元
首
の

推
薦
又
は
同
意
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
'
議
長
、
副
議
長
、
又
は
'
会

議
の
進
行
に
あ
た
る
そ
の
他
の
国
会
議
員
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
国
庫
、

そ
の
他
の
公
的
基
金
も
し
-
は
勘
定
の
処
分
を
伴
い
又
は
こ
れ
ら
に
負

担
を
課
し
、
か
か
る
処
分
も
し
-
は
負
担
を
撤
回
又
は
変
更
し
、
又

は
、
国
税
、
地
方
税
、
も
し
-
は
関
税
を
変
更
又
は
廃
止
す
る
法
案
に

関
し
て
は
、
議
会
破
議
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
O

(
法
案
を
国
会
の
制
定
法
と
す
る
た
め
の
同
意
)

第
六
〇
粂

川
　
す
べ
て
法
案
は
、
国
家
元
首
の
同
意
の
後
に
法
と
な
る
0

回
　
立
法
議
会
を
通
過
し
た
法
案
が
、
そ
の
同
意
を
求
め
て
、
国
家
元
首

に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
'
国
家
元
首
は
、
総
理
大
臣
の
助
言
を
得

て
、
当
該
法
案
に
同
意
を
与
え
る
旨
、
又
は
、
同
意
を
拒
否
す
る
旨
を

表
明
す
る
。

伺
　
前
項
の
規
定
に
従
い
、
国
家
元
首
に
よ
る
同
意
を
得
た
法
は
、
国
会

の
制
定
法
と
な
り
、
同
意
が
な
さ
れ
た
日
、
又
は
へ
　
当
該
制
定
法
に
お

ご
u
ai!
り
ん

n
s
i
r
」
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い
て
特
に
定
め
ら
れ
た
日
　
(
同
意
の
な
さ
れ
た
日
と
の
先
後
を
問
わ
な

い
)
　
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

(
忠
誠
の
宣
誓
)

第
六
l
条
本
条
の
手
続
を
行
う
た
め
、
及
び
へ
　
議
長
の
選
挙
の
た
め
の
場
合
を

除
い
て
'
す
べ
て
国
会
議
員
は
、
議
会
に
お
い
て
、
付
則
第
三
に
示
さ

れ
た
形
式
で
忠
誠
の
宣
誓
を
行
い
、
か
つ
、
宣
誓
書
に
署
名
し
な
け
れ

ば
、
立
法
議
会
に
出
席
し
又
は
表
決
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

(
立
法
議
会
の
特
権
)

第
六
二
条
立
法
議
会
、
そ
の
委
員
会
及
び
国
会
議
員
の
、
特
権
、
免
責
並
び
に

権
限
は
'
制
定
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
但
し
、
最
高
裁
判
所
に
よ

る
当
該
議
員
に
つ
い
て
の
裁
判
及
び
処
罰
に
関
し
て
、
制
定
法
に
よ
っ

て
規
定
が
設
け
ら
れ
る
場
合
を
除
い
て
'
か
か
る
特
権
及
び
権
限
は
、

侮
辱
そ
の
他
に
対
す
る
罰
金
の
賦
課
又
は
刑
務
所
へ
の
拘
禁
に
は
及
ば

i-4'I"

(
立
法
議
会
の
閉
会
及
び
解
散
)

第
六
三
条

川
　
国
家
元
首
は
、
西
サ
モ
ア
官
報
に
公
示
す
る
隼
所
に
よ
っ
て
、
何
時

に
て
も
立
法
議
会
を
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

佃
　
総
理
大
臣
の
職
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
、
国
家
元
首
が
、
当
該
職

に
最
後
に
欠
員
が
生
じ
て
以
後
、
合
理
的
な
期
間
が
経
過
し
、
か
つ
、

国
会
議
員
の
中
に
議
員
の
過
半
数
の
信
任
を
得
る
と
み
ら
れ
る
者
が
な

い
と
の
心
証
を
も
つ
と
き
に
は
、
国
家
元
首
は
何
時
に
て
も
、
西
サ
モ

ア
官
報
に
公
示
す
る
告
示
に
ょ
っ
て
可
能
な
限
り
速
や
か
に
立
法
議
会

を
解
散
す
る
。

㈹
　
国
家
元
首
が
総
理
大
臣
か
ら
、
立
法
議
会
を
解
散
す
べ
き
旨
の
助
言

を
受
け
た
場
合
に
は
、
国
家
元
首
は
何
時
に
て
も
、
西
サ
モ
ア
官
報
に

公
示
す
る
告
示
に
よ
っ
て
立
法
議
会
を
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但

し
、
国
家
元
首
は
'
総
理
大
臣
が
当
該
助
言
を
な
す
に
際
し
て
へ
　
国
会

議
員
の
過
半
数
の
信
任
を
得
て
い
る
と
の
心
証
を
、
自
ら
の
裁
量
に
基

づ
い
て
得
た
場
合
を
除
き
、
総
理
大
臣
の
助
言
に
従
う
べ
き
義
務
を
負

トV:いr.

同
　
国
家
元
首
は
、
最
後
の
総
選
挙
の
日
か
ら
三
年
を
経
た
と
き
に
は
'

立
法
議
会
を
解
散
す
る
。
但
し
へ
立
法
議
会
が
そ
れ
以
前
に
解
散
さ
れ

た
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(
総
遠
挙
)

第
六
四
条
議
会
の
各
解
散
か
ら
三
月
以
内
の
'
国
家
元
首
が
西
サ
モ
ア
官
報
へ

の
告
示
に
よ
っ
て
定
め
る
日
に
'
立
法
議
会
の
総
選
挙
を
行
う
。
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